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村
岡
典
嗣
と
丸
山
眞
男

苅

部

直

Ⅰ

村
岡
典
嗣
と
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義

東
北
帝
国
大
学
法
文
学
部
で
「
日
本
思
想
史
」
講
座
（
一
九
二
四
年
発
足
）
の

初
代
教
授
を
務
め
た
、
村
岡
典
嗣
（
一
八
八
四
・
明
治
十
七
年
〜
一
九
四
六
・
昭

和
二
十
一
年
）
に
つ
い
て
は
、
そ
の
思
想
史
家
と
し
て
の
業
績
に
つ
き
、
近
年
再

評
価
の
動
き
が
高
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
新
保
祐
司『
日
本
思
想
史
骨
』（
構
想
社
、

一
九
九
四
年
）
に
は
じ
ま
り
、
前
田
勉
編
『
新
編
日
本
思
想
史
研
究
』（
平
凡
社
・

東
洋
文
庫
、
二
〇
〇
四
年
）
の
編
者
に
よ
る
解
説
と
参
考
文
献
一
覧
、『
季
刊
日
本

思
想
史
』
七
十
四
号
（
ぺ
り
か
ん
社
、
二
〇
〇
九
年
六
月
）
の
特
集
「
村
岡
典
嗣
：

新
資
料
の
紹
介
と
展
望
」
と
い
っ
た
文
献
で
、
そ
の
お
お
よ
そ
を
見
る
こ
と
が
で

き
る
。

丸
山
眞
男
に
と
っ
て
も
、
村
岡
の
存
在
感
は
大
き
い
も
の
だ
っ
た
。
そ
れ
は
第

一
に
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
前
任
者
と
し
て

で
あ
る
。
丸
山
に
と
っ
て
実
質
的
に
最
後
の
講
義
と
な
っ
た
一
九
六
七
年
度
講
義

（
こ
の
年
に
講
義
名
を
「
日
本
政
治
思
想
史
」
に
改
め
て
い
る
）
の
「
開
講
の
辞
」

に
お
い
て
は
、
冒
頭
で
、
最
初
の
一
九
三
九
（
昭
和
十
四
）
年
度
の
講
義
を
担
当

し
た
津
田
左
右
吉
と
、
続
い
て
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
度
か
ら
一
九
四
二
（
昭

和
十
七
）
年
度
ま
で
、
三
回
の
講
義
を
行
な
っ
た
村
岡
に
ふ
れ
て
、
こ
う
語
っ
て

い
る
。「

津
田
博
士
が
不
幸
な
思
想
的
圧
力
に
よ
っ
て
起
訴
さ
れ
た
た
め
に
、
次
年

度
か
ら
、東
北
大
学
で
多
年
日
本
思
想
史
を
専
攻
さ
れ
た
村
岡
典
嗣
先
生
が
、

国
学
を
中
心
と
し
て
、
日
本
の
国
体
思
想
の
歴
史
を
講
義
さ
れ
た
。
国
体
思

想
史
と
い
う
と
、
い
か
に
も
当
時
の
ド
グ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
右
翼
あ
る
い
は
国

粋
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
い
ろ
ど
ら
れ
た
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
そ
う
し

て
ま
た
そ
の
当
時
の
大
多
数
の
そ
う
し
た
名
を
冠
し
た
書
物
に
し
て
も
、
本

学
の
文
学
部
で
平
泉
澄
教
授
が
行
っ
て
い
た
「日
本
思
想
史
」と
い
う
講
義
に

し
て
も
、
ま
さ
に
そ
う
し
た
性
格
を
濃
く
帯
び
て
い
た
が
、
村
岡
教
授
の
研

究
態
度
は
き
わ
め
て
学
問
的
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
そ
の
講
義
も
、
も
ち
ろ

ん
時
代
の
制
約
は
あ
っ
た
が
、
け
っ
し
て
当
時
の
時
流
に
乗
っ
た
り
、
こ
び

た
り
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。」（『
丸
山
眞
男
講
義
録
』
第
七
冊
、
東
京
大

学
出
版
会
、
一
九
九
八
年
、
四
頁
）

丸
山
は
、「
あ
る
日
の
津
田
博
士
と
私
」（
一
九
六
三
年
）
で
語
っ
て
い
る
よ
う

に
、
助
手
時
代
に
津
田
左
右
吉
の
一
九
三
九
年
度
講
義
を
聴
講
し
て
い
た
。
そ
れ
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は
指
導
教
官
で
あ
っ
た
南
原
繁
の
指
示
に
よ
る
。
そ
し
て
同
じ
く
南
原
に
言
わ
れ

て
、
当
時
の
東
京
帝
国
大
学
に
お
け
る
日
本
思
想
史
関
連
の
講
義
と
し
て
、
文
学

部
に
お
け
る
平
泉
澄
の
「
日
本
思
想
史
」
講
義
と
和
辻
哲
郎
の
「
日
本
倫
理
思
想

史
概
説
」
講
義
に
も
出
席
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
当
時
は
村
岡
も
ま
た
、
文
学

部
倫
理
学
科
の
非
常
勤
講
師
と
し
て
一
九
三
五
（
昭
和
十
）
年
度
か
ら
講
義
を
毎

年
行
な
っ
て
い
た
が
、
丸
山
は
そ
ち
ら
に
は
出
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

南
原
繁
は
、「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義
担
当
者
と
し
て
は
「
は
じ
め
か
ら
津

田
・
村
岡
の
両
大
関
だ
け
考
え
て
い
た
」
と
回
想
し
て
い
る
（
丸
山
眞
男
・
福
田

歓
一
編
『
聞
き
書
南
原
繁
回
顧
録
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
八
九
年
、
二
四
四

頁
）。「
両
大
関
」
と
言
っ
て
も
、
津
田
を
先
に
し
て
交
渉
し
て
い
る
の
で
、
村
岡

は
第
二
希
望
と
い
う
位
置
づ
け
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
津
田
の
出
講
が
不
可
能
に

な
っ
た
あ
と
は
村
岡
に
依
頼
す
る
の
が
、
自
然
な
な
り
ゆ
き
で
あ
っ
た
。

ち
な
み
に
文
学
部
倫
理
学
科
の
講
師
と
し
て
も
、
和
辻
哲
郎
に
と
っ
て
村
岡
は

や
は
り
二
番
目
の
候
補
で
あ
っ
た
。
学
科
の
主
任
教
授
で
あ
っ
た
深
作
安
文
に
宛

て
た
、
一
九
三
五
年
二
月
の
和
辻
の
書
簡
二
通
に
よ
れ
ば
、
村
岡
を
呼
ぼ
う
と
し

た
深
作
に
対
し
て
、
当
時
は
第
三
高
等
学
校
と
京
都
帝
国
大
学
文
学
部
で
講
師
を

務
め
て
い
た
高
山
岩
男
の
招
聘
を
提
案
し
て
い
る
（『
和
辻
哲
郎
全
集
』
第
二
十
五

巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
九
二
年
、
五
七
九
〜
五
八
一
頁
）。
結
局
、
深
作
の
提
案
の

方
が
実
現
す
る
こ
と
と
な
り
、
村
岡
は
東
大
の
停
年
に
達
す
る
直
前
の
一
九
四
三

（
昭
和
十
八
）
年
度
ま
で
、
講
師
を
務
め
て
い
る
。
研
究
は
着
実
だ
が
、
地
味
な

大
家
。
五
歳
下
の
和
辻
は
村
岡
の
こ
と
を
そ
ん
な
具
合
に
眺
め
て
い
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

丸
山
が
助
手
時
代
に
出
席
し
た
津
田
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
資
料
番
号
五

一
―
二
の
ノ
ー
ト
と
し
て
丸
山
眞
男
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
和
辻
と
平
泉
の

講
義
に
つ
い
て
も
、
資
料
番
号
四
九
三
―
一
の
草
稿
資
料
と
し
て
、
和
辻
の
講
義

の
ノ
ー
ト
の
あ
と
に
平
泉
の
講
義
の
ノ
ー
ト
を
二
葉
だ
け
付
加
す
る
形
で
ひ
と
ま

と
め
に
な
っ
て
い
る
。
平
泉
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
活
字
化
さ
れ
た
「
平
泉

澄
教
授
「日
本
思
想
史
」昭
和
十
三
年
度
講
義
ノ
ー
ト
」（『
藝
林
』
五
一
巻
一
号
、

二
〇
〇
二
年
四
月
）
の
五
月
十
六
日
（
北
畠
顕
家
）、
五
月
二
十
四
日
（
吉
田
松
陰
）

に
ぴ
っ
た
り
一
致
す
る
の
で
、
一
九
三
八
年
度
、
丸
山
が
助
手
の
二
年
目
に
出
席

し
た
と
確
認
で
き
る
。

和
辻
の
講
義
に
関
す
る
聴
講
ノ
ー
ト
は
、
緒
論
の
断
片
、「
第
一
章

記
紀
に
現

は
れ
た
る
倫
理
思
想
」、「
第
二
章

国
家
の
倫
理
的
意
義
」、
献
身
・
慈
悲
の
道
徳

に
関
す
る
講
義
の
断
片
、
と
い
う
四
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
聴
講

ノ
ー
ト
で
は
、
第
一
章
で
記
紀
神
話
に
登
場
す
る
神
々
を
「
祀
ら
れ
る
神
」
と
「
祀

る
神
」
と
の
二
つ
に
分
類
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
和
辻
が
論
文
「
上
代
に
於
け
る

「神
」の
意
義
の
特
殊
性
」（『
思
想
』
一
九
三
六
年
六
月
号
）
に
お
い
て
述
べ
た
内

容
で
あ
り
、
の
ち
に
論
文
「
尊
皇
思
想
と
そ
の
伝
統
」（『
岩
波
講
座
倫
理
学
』
第

一
冊
、
岩
波
書
店
、
一
九
四
〇
年
五
月
、
所
収
）
で
は
こ
れ
を
四
つ
に
分
類
し
直

し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
一
九
三
九
年
度
以
前
の
講
義
と
考
え
ら
れ
、
平
泉
の
講

義
ノ
ー
ト
と
一
緒
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と
、
こ
れ
も
三
八
年
度

の
も
の
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
津
田
の
講
義
の
内
容
は
中
国

古
代
の
思
想
で
あ
っ
た
か
ら
、
和
辻
と
平
泉
の
講
義
が
、
日
本
思
想
史
に
関
し
て

丸
山
が
初
め
て
大
学
で
学
ん
だ
貴
重
な
機
会
で
あ
っ
た
。
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Ⅱ

徂
徠
・
宣
長
論
文
に
お
け
る
村
岡
の
影

丸
山
眞
男
の
助
手
論
文
「
近
世
儒
教
の
発
展
に
お
け
る
徂
徠
学
の
特
質
並
に
そ

の
国
学
と
の
関
連
」
は
、
一
九
四
〇
（
昭
和
十
五
）
年
の
二
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
、『
国
家
学
会
雑
誌
』
五
十
四
巻
二
号
か
ら
五
号
ま
で
、
全
四
回
で
連
載
さ
れ
て

い
る
。
丸
山
の
回
想
に
よ
れ
ば
、
は
じ
め
に
全
体
を
書
き
上
げ
た
も
の
を
分
け
て

載
せ
た
の
で
は
な
く
、一
号
づ
つ
掲
載
分
を
書
き
進
め
て
い
っ
た
の
だ
と
い
う（
松

沢
弘
陽
ほ
か
編
『
定
本
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
巻
、
岩
波
現
代
文
庫
、
二
〇
一
六

年
、
二
三
七
頁
）。
助
手
の
三
年
の
任
期
は
、
本
来
こ
の
年
の
三
月
ま
で
の
は
ず
で

あ
る
か
ら
、
そ
の
任
期
を
小
刻
み
に
延
長
し
な
が
ら
雑
誌
に
連
載
す
る
形
で
、
論

文
を
提
出
し
た
の
だ
ろ
う
。

実
は
こ
の
論
文
の
構
想
の
全
体
に
、
村
岡
が
大
き
な
影
響
を
与
え
て
い
る
。
も

ち
ろ
ん
、
思
想
史
を
分
析
す
る
方
法
論
と
し
て
は
カ
ー
ル
・
マ
ン
ハ
イ
ム
に
多
く

を
負
っ
て
い
る
し
、
荻
生
徂
徠
の
思
想
に
「
政
治
的
な
る
も
の
」
の
発
見
を
見
い

だ
す
と
こ
ろ
は
、
カ
ー
ル
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
の
影
響
が
色
濃
い
。
だ
が
荻
生
徂
徠
に

よ
る
古
文
辞
学
の
方
法
が
、
反
対
に
儒
学
を
批
判
す
る
本
居
宣
長
の
国
学
を
生
ん

だ
と
い
う
逆
説
的
な
展
開
に
つ
い
て
は
、
村
岡
典
嗣
『
本
居
宣
長
』（
一
九
一
一
年

初
刊
。
丸
山
文
庫
に
は
、
一
九
二
八
年
に
岩
波
書
店
か
ら
出
た
増
訂
版
が
収
蔵
さ

れ
て
い
る
）
か
ら
学
ん
だ
こ
と
を
、
の
ち
に
『
一
橋
新
聞
』
に
掲
載
さ
れ
た
イ
ン

タ
ヴ
ュ
ー
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

「
も
う
一
つ
に
は
、
研
究
開
始
の
当
時
国
学
の
評
価
が
高
く
、
ま
た
羽
仁
氏

や
村
岡
氏
の
す
ぐ
れ
た
研
究
が
あ
っ
た
。
本
居
宣
長
な
ど
は
儒
教
の
欺
瞞
性

を
容
赦
な
く
暴
露
し
て
い
る
が
、
私
は
当
時
の
「教
学
」に
対
す
る
反
発
も

あ
っ
て
共
感
し
た
わ
け
で
す
。
村
岡
氏
は
、
な
ぜ
徳
川
時
代
に
国
学
の
よ
う

な
考
え
が
出
て
き
た
の
か
研
究
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
彼
は
宣
長
は
徂
徠
を

批
判
的
に
受
け
つ
い
だ
の
だ
と
言
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
徂
徠
に
興
味
を
も
っ

た
。
読
ん
で
み
る
と
大
変
面
白
い
。」（「
普
遍
の
意
識
欠
く
日
本
の
思
想

―
―
丸
山
眞
男
氏
を
囲
ん
で
」
一
九
六
四
年
、『
丸
山
眞
男
集
』
第
十
六
巻
、

岩
波
書
店
、
一
九
九
六
年
、
五
一
頁
。
以
下
『
丸
山
眞
男
集
』
か
ら
の
引
用

は
『
集
』
十
六
巻
一
九
九
頁
と
い
う
形
に
略
記
す
る
）

助
手
論
文
そ
の
も
の
に
お
い
て
も
、
こ
の
徂
徠
と
宣
長
と
の
連
関
を
指
摘
す
る

さ
い
に
、
注
で
「
徂
徠
学
の
国
学
へ
の
影
響
は
夙
に
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
宣
長
学
の
解
説
書
と
し
て
古
典
的
地
位
を
占
め
る
、
村
岡
典
嗣
「本
居
宣

長
」（
明
治
四
十
四
年
初
版
）
は
、
こ
の
関
連
を
纏
ま
っ
た
形
で
述
べ
た
点
で
も
恐

ら
く
先
駆
で
あ
ろ
う
」（『
集
』
一
巻
二
七
四
頁
）
と
、
村
岡
の
著
書
を
「
先
駆
」

と
し
て
あ
げ
て
い
る
。
だ
が
同
じ
注
で
は
む
し
ろ
、
津
田
左
右
吉
が
『
文
学
に
現

は
れ
た
る
国
民
思
想
の
研
究
』
で
、
徂
徠
学
が
国
学
の
形
成
に
「
決
定
的
に
参
与

し
た
」
と
指
摘
し
た
こ
と
を
強
調
す
る
。

こ
れ
を
書
い
た
と
き
は
ま
だ
、
丸
山
は
村
岡
と
面
識
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の

箇
所
が
掲
載
さ
れ
た
『
国
家
学
会
雑
誌
』
が
出
た
の
は
一
九
四
〇
年
五
月
で
あ
り
、

執
筆
は
四
月
の
上
旬
か
ら
中
旬
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
、
村
岡
の
「
東
洋
政
治
思
想

史
」
講
義
を
聴
く
前
の
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
前
の
年
に
、
教
室
で
一
緒
に
右
翼
か

ら
の
攻
撃
に
対
し
て
防
禦
の
論
戦
を
試
み
た
津
田
へ
の
思
い
が
、
こ
こ
で
の
評
価
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の
序
列
に
影
響
を
与
え
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

さ
ら
に
晩
年
の
回
想
で
は
、
村
岡
が
『
本
居
宣
長
』
第
二
編
第
三
章
で
宣
長
の

「
物
の
あ
は
れ
」
論
の
奥
に
、「
人
生
観
上
の
人
情
主
義
」、
す
な
わ
ち
「
め
ゝ
し

く
は
か
な
き
」
感
情
の
流
露
に
「
人
情
の
自
然
」
が
あ
る
と
す
る
洞
察
を
発
見
し

た
こ
と
（『
本
居
宣
長
』
増
訂
版
二
八
一
頁
）
が
、
助
手
論
文
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
に

な
っ
た
と
説
明
し
て
い
る
。
丸
山
の
助
手
論
文
は
、
続
い
て
発
表
し
た
論
文
「
近

世
日
本
政
治
思
想
に
お
け
る
「自
然
」と
「作
為
」―
―
制
度
観
の
対
立
と
し
て
の
」

（
一
九
四
一
年
〜
一
九
四
二
年
）
が
、
徂
徠
学
に
徳
川
思
想
史
の
決
定
的
な
転
換

点
を
見
る
も
の
で
あ
っ
た
た
め
に
、
や
は
り
徂
徠
の
意
義
を
強
調
し
た
論
文
と
し

て
読
ま
れ
る
こ
と
が
多
い
。
だ
が
助
手
論
文
の
題
名
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

「
徂
徠
学
」
と
「
国
学
」
と
の
双
方
に
つ
い
て
新
た
な
側
面
を
描
き
だ
そ
う
と
す

る
、
野
心
的
な
試
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

丸
山
は
、
戦
後
に
な
っ
て
助
手
論
文
に
お
け
る
宣
長
理
解
が
「
主
情
主
義
」
に

偏
し
て
い
る
と
批
判
さ
れ
た
の
に
対
し
て
、
む
し
ろ
「
主
情
主
義
」
を
強
調
す
る

こ
と
に
意
図
が
あ
っ
た
の
だ
と
反
論
す
る
。

「
当
時
、
国
学
は
ど
う
い
う
ふ
う
に
言
わ
れ
て
い
た
か
と
い
う
と
、
圧
倒
的

に
優
位
な
の
は
国
体
論
的
国
学
な
の
で
す
。
そ
れ
に
対
し
て
主
情
主
義
を
強

調
す
る
こ
と
自
体
が
、
時
代
に
対
す
る
非
常
に
ア
ン
チ
の
意
味
が
あ
る
わ
け

で
す
。
そ
う
い
う
関
係
は
、
当
時
の
国
学
論
を
読
ん
で
み
れ
ば
わ
か
る
の
で

す
。
…
…
主
情
主
義
と
い
う
の
は
村
岡
典
嗣
さ
ん
が
使
っ
た
言
葉
な
の
で
す

…
…
。
ぼ
く
が
造
語
し
た
か
の
よ
う
に
言
わ
れ
て
、
そ
う
い
う
規
定
は
い
か

ん
と
や
ら
れ
て
い
る
の
で
す
け
ど
、
村
岡
さ
ん
を
経
由
し
た
に
す
ぎ
な
い
。

ノ
ン
ポ
リ
の
面
を
、む
し
ろ
評
価
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。」（
前
掲『
定

本
丸
山
眞
男
回
顧
談
』
上
巻
、
二
四
〇
〜
二
四
一
頁
）

た
し
か
に
丸
山
は「
主
情
主
義
」と
い
う
語
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
が（『
集
』

一
巻
二
八
八
頁
）、『
本
居
宣
長
』
で
見
る
か
ぎ
り
村
岡
に
よ
る
表
現
は
先
に
挙
げ

た
「
人
情
主
義
」
で
あ
る
。
だ
が
そ
の
記
憶
違
い
は
と
も
か
く
、「
ノ
ン
ポ
リ
」
の

私
的
な
領
域
に
お
い
て
、
人
々
が
大
ら
か
に
感
情
を
表
現
す
る
自
由
を
説
い
た
思

想
家
と
し
て
の
、宣
長
の
再
評
価
を
丸
山
は
図
っ
た
。
そ
の
端
緒
と
な
っ
た
の
が
、

や
は
り
村
岡
の
宣
長
研
究
だ
っ
た
の
で
あ
る
。「
当
時
の
国
学
論
」
と
し
て
は
、
た

と
え
ば
の
ち
に
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」（
一
九
四
六
年
）
で
言
及
す
る
こ

と
に
な
る
、
山
田
孝
雄
の
著
作
な
ど
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

『
肇
国
の
精
神
』『
国
学
の
本
義
』（
一
九
三
九
年
）
と
い
っ
た
著
作
で
山
田
は
、

天
皇
に
対
し
て
絶
対
的
な
忠
誠
を
捧
げ
る
こ
と
こ
そ
が
、
宣
長
の
説
い
た
「
や
ま

と
ご
こ
ろ
」
の
顕
現
に
ほ
か
な
ら
な
い
と
説
い
た
。
そ
う
し
た
言
説
が
流
行
し
、

総
動
員
体
制
を
支
え
て
ゆ
く
支
那
事
変
下
の
状
況
に
対
す
る
批
判
が
、
む
し
ろ
宣

長
の
思
想
の
な
か
に
潜
ん
で
い
る
。
そ
の
こ
と
を
丸
山
は
、
村
岡
の
研
究
を
通
じ

て
読
み
と
っ
た
の
で
あ
る
。

Ⅲ

村
岡
講
義
の
イ
ン
パ
ク
ト

丸
山
文
庫
に
は
、
村
岡
典
嗣
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト

が
二
種
類
、
収
蔵
さ
れ
て
い
る
（
資
料
番
号
四
九
三
―
二
、
七
四
七
）。
ま
た
旧
蔵

書
の
な
か
に
は
、村
岡
の
講
義
の
講
義
プ
リ
ン
ト（
専
門
業
者
が
学
生
に
よ
る
ノ
ー
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ト
を
元
に
作
っ
た
自
主
刊
行
物
）
が
、
一
九
四
一
年
度
講
義
の
後
半
と
四
二
年
度

の
前
半
の
二
冊
の
み
、
存
在
す
る
。

ま
ず
、
資
料
番
号
四
九
三
―
二
は
、「
第
一
章

國
體
思
想
の
淵
源
」「
第
二
章

憲
法
十
七
条
と
そ
の
思
想
史
的
意
義
」
の
二
章
か
ら
成
り
、
第
二
章
第
一
節
で
中

断
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
資
料
番
号
七
四
七
の
ノ
ー
ト
が
一
九
四
一
年
度
の
講
義

プ
リ
ン
ト
と
重
な
っ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
一
九
四
二
年
度
の
講
義
プ
リ
ン
ト
と

は
構
成
が
異
な
っ
て
い
る
点
か
ら
、
一
九
四
〇
年
度
の
講
義
の
聴
講
ノ
ー
ト
と
推

定
さ
れ
る
。

村
岡
は
当
時
、
本
務
校
の
東
北
帝
国
大
学
の
ほ
か
に
、
東
大
の
文
学
部
と
法
学

部
、
東
京
文
理
科
大
学
で
も
講
義
を
行
な
い
、
同
じ
講
義
ノ
ー
ト
（
準
備
稿
）
を

部
分
的
に
さ
し
か
え
な
が
ら
、
複
数
の
担
当
講
義
で
使
い
回
し
て
い
た
よ
う
で
あ

る
。
一
九
四
〇
年
度
の
、
お
そ
ら
く
東
北
大
学
で
の
講
義
ノ
ー
ト
が
「
國
體
思
想

と
そ
の
淵
源
」
と
い
う
題
名
で
、
講
義
ノ
ー
ト
を
集
め
た
著
作
集
で
あ
る
『
日
本

思
想
史
研
究
第
五
巻
国
民
性
の
研
究
』（
創
文
社
、
一
九
六
二
年
）
に
収
め
ら
れ

て
い
る
。

ま
た
、
東
北
大
学
史
料
館
に
は
、「
日
本
政
治
思
想
史
」
と
題
さ
れ
た
、
同
じ
年

度
の
東
大
法
学
部
用
の
講
義
ノ
ー
ト
の
現
物
が
あ
る
。
こ
ち
ら
は
目
次
の
う
ち

「
開
講
ノ
辞
」（
開
講
日
が
四
月
十
八
日
と
記
さ
れ
て
い
る
）
と
「
序
説
」
し
か
存

在
し
な
い
が
、
こ
の
二
つ
の
章
の
構
成
は
活
字
版
と
ほ
ぼ
共
通
し
な
が
ら
、
議
論

の
細
か
な
点
で
違
い
も
見
ら
れ
る
（
講
義
ノ
ー
ト
の
写
真
複
写
は
、
川
口
雄
一
氏

か
ら
ご
提
供
を
受
け
た
）。

資
料
番
号
七
四
七
の
方
は
、
開
講
の
辞
、「
序

國
體
の
語
義
及
観
念

日
本
の

國
體
」、
古
事
記
の
成
立
に
関
す
る
解
釈
、「
第
三
節

神
代
伝
説
と
皇
国
主
義
」

の
四
つ
の
部
分
か
ら
な
る
聴
講
ノ
ー
ト
で
あ
る
。「
村
岡
典
嗣
講
義
草
案
関
係
年

表
稿
」（『
日
本
思
想
史
研
究
第
四
巻
日
本
思
想
史
概
説
』
創
文
社
、
一
九
六
一

年
、
所
収
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
講
義
は
「
國
體
思
想
史
概
説
（
中
世
ま
で
）」
と
記

さ
れ
て
い
る
。

こ
の
講
義
が
丸
山
に
刻
印
し
た
大
き
な
も
の
の
一
つ
は
、「
日
本
政
治
思
想
史
」

の
研
究
の
方
法
へ
の
問
い
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
一
九
四
〇
年
度
講
義
の
講
義

ノ
ー
ト
に
お
け
る「
序
説

日
本
思
想
史
ト
ソ
ノ
研
究
法
」で
村
岡
は
、「
文
化
史
」

は
歴
史
の
一
種
で
は
な
く
「
歴
史
ソ
ノ
モ
ノ
テ
ア
ル
」
と
述
べ
る
。
つ
ま
り
、
人

間
の
内
な
る
「
意
識
」
も
、
人
間
が
外
界
に
見
い
だ
す
「
事
象
」
も
、
本
来
は
「
文

化
ト
シ
テ
一
ツ
」
な
の
で
あ
り
、
た
と
え
ば
「
政
治
モ
モ
ト
ヨ
リ
文
化
テ
ア
リ
」

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
歴
史
の
過
程
で
「
意
識
」
と
「
事
象
」
の
両
者
は
、
分
化

し
つ
つ
そ
れ
ぞ
れ
の
速
度
で
発
展
し
て
ゆ
く
が
、
そ
の
歴
史
を
「
意
識
」
の
側
に

つ
い
て
見
る
の
が
「
思
想
史
」
な
の
で
あ
る
。
そ
の
「
思
想
」
は
「
無
意
識
下
意

識
ノ
状
態
」
か
ら
出
発
し
て
、「
意
識
」
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
過
程
を
へ
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
「
学
問
」
と
「
哲
学
」
へ
と
発
展
し
て
ゆ
く
か
ら
、
各
種
の
学
問
史
・
哲

学
史
に
対
し
て
「
思
想
史
」
は
「
前
史
」
の
位
置
に
あ
る
。
そ
う
し
た
、
一
時
代

の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
を
貫
い
て
広
が
っ
て
い
る
意
識
の
あ
り
よ
う
を
探
求
す
る
の

が
、
思
想
史
の
役
割
だ
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

丸
山
が
紹
介
す
る
よ
う
に
、
思
想
史
研
究
は
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
排
し
、
徹
底
し

て
学
問
的
で
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
主
張
も
、
一
九
四
〇
年
度
講
義
の
「
開

講
ノ
辞
」
に
見
え
る
。
学
問
的
な
史
料
読
解
の
手
法
を
通
じ
て
、
過
去
の
人
々
が
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考
え
て
い
た
内
容
を
全
体
的
に
認
識
す
る
。
そ
の
た
め
の
道
具
と
し
て
村
岡
が
講

義
の
「
序
説
」
で
紹
介
し
た
の
は
、『
本
居
宣
長
』
で
も
強
調
し
た
、
ア
ウ
グ
ス
ト
・

ベ
ー
ク
を
代
表
と
す
る
ド
イ
ツ
の
文
献
学
（
フ
ィ
ロ
ロ
ギ
ー
）
で
あ
っ
た
。

ま
た
資
料
番
号
七
四
七
の
、一
九
四
一
年
度
の
開
講
の
辞
の
断
片
に
お
い
て
は
、

思
想
史
研
究
に
お
け
る
哲
学
の「
濫
用
」を
戒
め
な
が
ら
、「
真
理
を
愛
す
る
熱
情
」

を
培
う
「
哲
学
的
教
養
」
が
や
は
り
重
要
だ
と
村
岡
は
述
べ
る
。
そ
し
て
「
真
理

を
愛
す
る
熱
情
」
が
、「
わ
が
国
の
国
学
に
よ
っ
て
最
も
純
粋
に
実
行
さ
れ
、
本
居

に
よ
っ
て
最
も
徹
底
的
に
自
覚
さ
れ
、
宣
言
さ
れ
た
こ
と
を
回
想
し
う
る
の
は
最

も
愉
快
な
こ
と
で
あ
る
」
と
そ
の
一
節
を
締
め
く
く
る
の
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
こ
れ
を
聴
き
、ノ
ー
ト
に
記
し
な
が
ら
、丸
山
は
何
か
が
違
う
と
思
っ

た
の
で
は
な
い
か
。
文
献
学
的
方
法
に
対
す
る
尊
重
が
、
国
学
に
対
す
る
評
価
に

連
動
し
て
、
愛
国
心
の
主
張
へ
と
す
べ
り
こ
む
。
そ
う
し
た
隘
路
に
陥
ら
ず
に
、

日
本
の
過
去
の
思
想
を
ま
る
ご
と
認
識
す
る
方
法
を
目
指
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
。
資
料
番
号
七
四
五
の
「
一
九
五
〇
年
代
後
半
講
義
ノ
ー
ト
」
に
は
、
一
九
五

六
（
昭
和
三
十
一
）
年
度
の
「
東
洋
政
治
思
想
史
」
講
義
の
開
講
の
辞
の
草
稿
と

思
わ
れ
る
メ
モ
が
入
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
思
想
史
を
独
立
の
学
問
分
野
と
し

て
、
そ
の
方
法
的
自
覚
を
強
調
し
て
き
た
学
者
」
と
し
て
、
戦
前
の
村
岡
典
嗣
、

戦
後
の
家
永
三
郎
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
あ
と
で
、
個
別
の
分
野
を
超
え

た
全
体
的
な
「
日
本
精
神
」
の
探
求
が
、
し
ば
し
ば
国
家
統
合
の
政
治
的
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
に
ふ
れ
、「
村
岡
氏
の
唯
一
の
科
学
的
警
語
も
「国
学
」

＝
日
本
思
想
史
学
と
い
う
等
式
に
お
い
て
成
立
し
た
」
と
き
び
し
い
批
判
を
加
え

る
の
で
あ
る
。

研
究
者
と
し
て
の
出
発
点
に
お
い
て
、
村
岡
の
厳
密
な
方
法
に
ふ
れ
、
し
か
し

そ
れ
が
同
時
に
「
国
学
」
の
称
揚
と
結
び
つ
い
て
い
る
こ
と
に
感
じ
た
違
和
感
。

そ
れ
を
み
ず
か
ら
の
問
い
と
し
て
引
き
受
け
、
深
め
る
こ
と
を
、
丸
山
は
お
そ
ら

く
終
生
の
課
題
と
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
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